
に てい について 
い 指 の  

 

加藤 （ 定 営 法人ネ ステー  理事長） 

 

  ・ ・  

は 業の平成25年 来、「 ・ 心・はたらける 」

の 業理念に づき、従業員のはたらきやすい づくり

を目指すことによって、 ー ー の ービス向上を っ

てまいりました。 に力を入れてきたことが、 労の多い

業種なので従業員 の 気づけと、 分に力を発 でき

心してはたらける職 づくりです。今回は、６年間で

学んだことや研究したことから、いくつか 介できたら

と思います。 

 

  

「 で ん ん してください」 

「必要と思うことは、全 やってください」 

「上 の な 気にしなくて全 かまいません」 

 

では日 様 な変化が こり、たくさんの を

められることもあります。 った方が目の前にいるときに、

その ・ し、 をもってやり げることが、ス

タッフとしてのやりがいにつながると考えております。ま

た、 です に相 の に って考えることができる

ため、 ー ーとの信 関 を きやすいと考えています。 

いわずもがなな気もしますが、 で こっていること

は会 の では り れないので、「上 の な 気に

しなくて大いに結 。 で ストを尽くしてください」

と しています。 

 

３  

「相 の で考えてください」 

「結果を わず スト尽くしてもらえたら 分です」 

「うまく行かなかった の はこ らで取ります」 

 

就職後に が変化することで、今までになかったあら

たな みに することがあります。また、 っている方

がいるときに、その で し行 ができることが、定

やフ ローアップには かせません。 な 気にせずに、

分に力を発 してもらえる職 づくり。 かあった

には、法人として受けていくことが、支援の 適化と、

効 化、 化、 の 心感の実 に しています。 

 

 

 

４  

「みなさんの でこの事業 はここまで来れました」 

「協力してことに たっていきまし う」 

「 ・ ではなく、 で します」 

 

では、就職 だけでなく、アセス ントの一 と

して、対人関 成や、 業の理 の 方、 、認 の

方な を ていくため、日中の 業を 用しています。

フ ローアップに関しては、「人件費を ン ンかけ

ます」とも職 で しているように、 の に せて

必要な ービスを必要なだけ提供してもらっています。そ

の に つのが、日中 でえられた情 。そして、

に ている職員の めをしてくれている、 業 の職

員た です。す てのスタッフの協力そのものを する

ことで、 業 の職員の ーションアップにもつな

がります。 

 また、 では 業 来 も含めて、 を くす て

のスタッフは業 者です。なれない業 で な

もあることは の上で、 ームアプロー を強調す

ることと、一 やっている を していることを

あえて にすることで、 心して業 にはげめる づ

くりを目指しています。 

 

５ に の  

は 員時 にたくさんの方からはげましの をい

ただき、支えられ、今日まで 事をし続けることができま

した。中でも、 表者の一 は く、力強い後 しになっ

てきました。 も 営者になったのだから、法人理念「

・ 心・はたらける 」の実 に向けて、従業員をはげ

ましつづけられる 営者にな う、と思ったことがきっか

けでした。 

  

 の  

就労支援をしていると、い い な職 におじ まし、

はたらいている方の労働 件や労働 にも気を ります。

その 、自分自身のはたらいている職 が本人にと

って 労の多い ですと、相 を くたびに自分のこと

を自 と り ることや、同じく しい の 、 ー

に った相 関 を結び 大の効果を発 することは難

しくなることでし う。そういったことも まえ、 で

はそもそもの職 をよい状 に することで、 ー
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ーに対して良 な ービスを提供できるように、 を

しております。 下で、 の 員の待 に含まれる

に について 介します。 

 

・有 消化 100   

・ 業は 本的にない 

・ （理由を しなくてよい有 ） 

・ 日 の は、時間数に関 なく に 日 

・育 は就学前まで取得可能 

・ 学 業までは育 短時間 可能 

・ て労 で、通院 業な も く  

・ 職 み て の 加入 

・医療 加入（ 時の短期入院も対 ） 

 

他にもスタッフ間のコ ケーションの と、育

員とのコ ケーションと 心づくりのため、 時

間中に 事会（定 のおいしい 事業 さん）を実 （

は職 でお です ）。気 なく せる時間の

と、 時間 は っくり めるように しています。 

  

 に の  

同じスタッフが関わり続けてくれることで、 しぶり

に てくれた ー ーが 心できる、 スタッフ同 の

助け いが ん ん良くなる、 事業 内の や ービ

スの が されるな な 、相対的に てよいことづ

くめです。 

の 、 業時に 用した４名のう 、６年目に

で に ったスタッフ は全員 職中です。その

う 一人は２回の を し、 は育 業期間に入

っており、（ 待機 のため）来年４月 職を目標に調

をしております。 

育 等をしっかりと することは、時 の要 的に

も 子化時 を目の たりに て 要という考え方もあり

ますが、 の はこの先も続いていく組 として「人

を大切にする（ネ ステー フ ロ フ ー2015 より

）」ことからはじめて しいという、 いを めてこれを

実 しています。また、これから 育 を えるスタッ

フにとっては、 心 という もあります。 

 

 先 の に の  

後にお させていただくのは、 来についてです。

は日 から、先の も人のくらしに てる組 として

して しいと っており、それこそが 業者だからでき

る、 業者にしかできない、 業者としての 、このよ

うに考えているからです。たくさんの事業 が にあふれ

る中で、 をもって、人のくらしを支えるフロントラン

ーとして、今と変わらずやさしい で ー ーの前に

っていて しい。そのためには、よりよい ービスに結び

つくような、職 づくりの研究は 業期からしっかり

やっておきたいと考えております。 

の 事は「人を助けたい に たい 」そう

う の い方が、選 れる が多いと思います。一人で

も多くの方が「 に い、自 実 を果たし、 職後にこ

の 事を選んでよかった」そう思ってもらえる職 であり

続けられるよう、これからも してまいる です。 

  

 結 に て 

これからも いみなさんの 発 と をお り

し上げます。 

 

ストーリーを開 してからの242日 

お 事をしはじめてからの7919日 

 

会ってくださったす ての方に、この を りて感

し上げますor  

 

・ ・  

月  つ  
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に に 

の て の  
 

 子（有 会  業 職 適 援助者） 

  人（ ：就労 行支援事業 ） 

 

  

有 会 では、「 事を用意してもらう人 」から

「 を って する人 」 用者本人が変 を げ

ることを目的に、就労 行支援事業 を運営してきた。 

がいの有 にかかわらず 業で一人 とりが とし

て できる人 育成をするため、就労 行支援として

性を め、これまで イ ーを目指した様 な取り組

みを行ってきた。その中で、 会で働いていくために 要

な要 の一つとして、様 な をすることについての取

り組みを 介する。 

さらに、就労 行支援として 職 の就職者を し

てきた を かし、自 での 者 用を開 した。

業で必要とされる人 を育成するためには、自 でも

になることができる人 を育て、就労 行支援の 用者に

対しても、 来 を きやすくすることも可能になる。 

また、昨今の人 の中で人 の は しさを増して

いる。 者 用に たな可能性を すことを目的とす

る取り組みも 介したい。 

 

 の  

会的に2030年 が げられているが、 内も同

様に人 が する（ １）。 ・ の

・ ・ ・ビッグ ータの 化等で まれる働き方の

変化は、 者 用をとりまく でも きると考えられる。 

 

 2 月3 表 結  

 

を多様性の一つと え、個 を し い成長して

いく 業としての取り組みを実 した。 

と 者プラン21のアンケート調査結果（ ２）で

は「 事をしている」と回答した方は20.3 となって

いる。 りの79.7 の方の中には、 会に て働きたいと

いう思いはあるが、 状 ・職 の理 ・働くための支

援等さま まな事情で働くことが難しい があると考

することができる。 

 プラ 2 2 5 2 2 3  

  

３ 内の の  

平成31年４月発表の 労働 の調査では、平成 30 年 

者 用状況の集 結果 法定 用 達成 業 は 

54.9 で全  23 位となっている。 

 

４ に い 

働くことを めた理由として、 入を得る・ 会 ・

自 の能力アップ等さま まな理由がある。 

 

５ ての  

( ) の  

通院な の状況で 日数の調 、 の 度によって

時間数の調 、その他コ ケーションの調 等個 に

わせてさま まな調 が必要になるが、これらの は、

者に ったことではなく、個 の多様性の の か

ら にでも必要なことであると考えることができる。 

組 を 成する、そして 会を 成していくために、一

方通行では らかが れてしまうため、 用時には、

体性・協調性・会 と に成長していく意 の発 意 を

も した。「 だから」がスタートではなく「会

に をもって 」するがスタートである。 

(2) 時 の  

用時に働きたいスタイル・働く目的・業 行ス ル

実技試 を実 。 

開 後に、実 に働くことで気づく な 分、や

りたい業 を 認し、 来的に目指すス ルを取得するた

めには のようにしていくかの アリングを実 、会 と
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して 得して しいス ルを え 者の一 する 分で会

と本人・お 様が に成長するための 開を ってい

く。本人の き、得意を する。 なことについては、

他のスタッフの得意にも し、定期的に業 を行っ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) の て に 

の一例として、 対 を受けることは

だと があったため、 を んで実 した。 

 の連  

 連 内容が まっている得意先 連  

 得意先の状況によっては 対 が分かれる連  

 を受けて取 （ のスタッフに 継 ） 

 を受けて、内容に対して に 認し 答 

 

・取 先状況に れてきたら 者 時の対  

 

表  の て ３  

 
 な 内容 は  時間 

  ・お 出し   

  出 ・   

  をか る・イ ントの   

  イ ントの の   

2019 ６月時 で本人からの し もあり、１日の 時間を

７H 変 するが、イ ント時の 中の が になると本

人からの連 を受け、業 を する。 

 

 の の 考察 

就労後長く働いていくためには、 イ ー等として

「人とつながっていく力」と「この 事をやりたいという

な意思」をもつ事を支援の方 として位 付けしてい

る。この２つの事を身につけ・定 させる として、

「 シ ア」を実 してきている。 

日 の支援の からスタッフが たにプログラムとし

て必要な事を 成し時 ・ ンバー・ 種 等にあった

内容になるように改 し運用している。 

取組みの一つとして、グループで一つの目的に対して、

複数ある ードの情 を し いながら、目的を達成して

いく。 める力としては、ルールを れる・適切なタイ

ングで ードの情 を ができる力・ 後までやり げる

力等一つの ー から本人た に得て しいス ルを ー

から し、日 の 業に取り入れていくことで、本人

が 心して就労やその取り巻く に一 み す の背

中を すような内容になっている。 

 

表  プログラム 

ロ  内容 

の り し イ ルの考えと の  

に められる  のための を る 

いて いての の  きき の を る 

体 から まる  した に て体 をつ る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの  

 

 て て  

働きたいという いには人それ れ いがあり、働き

した後、 えてくる 会的 がある。その が満た

されない時、 感や 会的 な を感じ、先に めな

くなってしまう。自 実 を目指すには、本人自身が、

にぶつかったときに自ら選択して実行していける力を身に

つけ、 としては、 業と就労支援が早い から協力

して取り組 ことで、より 体的に できる人 育成に

がると考えている。 

 

【参考文献】 
1) 成労働 職業 定 ：平成30年 者 用状況の集 結果 
2)と 者プラン21（2015 2020） 
 
【連絡先】 
有 会  

内 上 川 上 2186-1 

 

分  

 

 

 

イン を目 、 ー

として 目になる。 でも

、 イン について を

っている。 

を んでこの に目
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・ の  
 

 （一 法人 ・発達 者就労支援 職育成協会 表理事）  

関  理 （一 法人 ・発達 者就労支援 職育成協会） 

 信 （一 法人 ・発達 者就労支援 職育成協会） 
 

  に 

「平成30年４月から法定 用 の 定 に 者

が 加されることを まえ、 業が 者の 用に

実に取り組 ことができるよう、就労支援及び定 支援の

なる 実を ることや、職 定 支援や も含めた

支援等により、 者の 用の継続・ 定を りつつ、

の種類及び 度に じたきめ かな対 を、 的かつ

的・ 的に していくことが必要である。 に、

働く意 のある 者がその適性に じて能力を 分に発

することができるよう、 用、 、教育、医療等の関

機関が に連 するとともに、これらの関 者も含め、

において就労支援を う人 を育成すること等により、

者が、一 用 行できるようにしていく必要があ

る（ 上， 者 用対 本方 平成30年３月30日

労働 、第４ 者 本 ）」とあり、

者の 用の や就労支援者の人 育成の必要性が方

の中に されている。 

また、「 者を中心とした 者の就労意 が

まっているとともに、発達 、難 等に する 、

機能 、若年性認 症、各種 症等 の多様

化、 者の 化が し、必要とされる 者の職業

リハビリテーションも多様化、複 化している中で、

の種類及び 度に じたきめ かな職業リハビリテーショ

ンの を講ずるためには、様 な の 性や に関

する 的 を有する人 の育成が 要である（ 上，

者 用対 本方 平成30年３月30日 労働

、第４ 者 本 ）」とあるように 種

の就労支援者の育成が必要とされている。 

 

  

上 のように の が における 者 用では、

・発達 者の 用がより 要 されている。 

しかし、 が において 者の就労支援の 的 格は

職 適 援助者しかなく、職 適 援助者の研修はあくま

で３ の支援を目的として 成されており、 種

に 化した ではまだない。職 適 援助者は ョ

コー とも れるが、この研修を受けていなくても ョ

コー として名 ることができる。そして ・発達

者 の就労支援、支援者の育成が体 化されていないの

が 状である。そのため ・発達 者の就労支援は、

それ れの支援機関や支援者が 自に考え就労支援を行っ

ている。 がないためその支援が果たして良いのか う

かについての がしづらくなってしまっている。また、

業においても支援者の の ができなくなってしまっ

ている。 

 

３ ・

の  

が における ョ コー が提供する支援は、「実

の職 内において提供されること」を としている。

そして、支援機関 の ョ コー である 職 適

援助者の支援 の予 は に就労した後の職 適 支援に

りるようになっている。しかし、 のある人の就労

は「職 での支援」だけで支えきれるものではない  

また、 ・発達 者は支援者や支援機関が変わるこ

とで が増大したり、症状がでたりする 者も多いた

め、切れ目のない一 した就労支援（ 下「 ンストッ

プ」という。）を行う必要があるのではないかと考える。

がこれまで アリングしてきた2000 上の 業

者からも支援機関が変わること の が多く かれてい

る。 

がこれまで就労支援を行ってきた中で、就労後の職

適 を とした ョ コー ではなく、本人の 性に

じ スタマイ した 内容の提 ができる、就労前から

就労後の職 定 、その後の リア までを ンス

トップで行う nmploymen  Speciali （ ンプロイ ント

ス シ リスト、 下「 S」という。）の必要性と

・発達 者の体 的な就労支援の考え方と支援の具体

的な ウハウ、そのための を学ぶための研修の必要性

を強く感じた。職 適 援助者の 格化に向けて、育成研

修の に尽力された 信 教 を名 会長に え、

ル（ 職業リハビリテーション学を にして10年

間で300名 上の ・発達 者を 例子会 、 事

業 は いた一 就労 つなげている 就労 と 開

１年 上の職 定 がともに を える 業開 か

ら就労後の リア支援、 業 の ・発達 者 用

の ウハウ のアドバイ ー、 コン ルタント）の

具体的な ウハウを える として一 法人 ・発

達 者就労支援 職育成協会（ 下「 S協会」とい

う。）を した。 
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４ 内容 

S協会が実 する就労支援 （ mploymen Speciali

下「 S」という。）の認定研修（プロフ ッショ ル研

修） 

認定研修を受講するための 研修 

・発達 者の就労支援に必要とされる研修を業

の から１ ３ までに 分けして実  

支 とに実 する支 研修 

その他、就労支援に必要な情 提供 

 

５ について 

受講対象者は ・発達 者の 本的 を有してい

る必要があるため、 に の 格を取得して

いる、もしくは ・発達 者の就労支援を 行なっ

ている者とした。 

( ) の  

ロからの職 開 から 人 成、職 定 支援、その

後の リア支援、 職支援な を ンストップで行うこ

とができ、他の S スーパーバイ ができる。 

(2) の  

にハロー ー と協働しながら職 開 を行い、就労

後の定 支援ができる。 

(3) ３ の  

に 機関内で就労支援ができる。就労支援のための

プログラム実 、 書 、他機関とのネット ー の

ができる。 

なお、 S研修は上 の認定研修（ 名 会長による

職業リハビリテーション論）を受講した上で３ から順に

受講していく。 

研修受講後に 試 と 試 を行い認定が まる。 

 

 

 の の  

 

 

 

 

 

 ラム 

 

 時  

S１  調 中 

S２  年１回 ４日間（１日６時間） 

S３  年３回 ４日間（１日６時間） 

研修 年３回 １日（６時間） 

 

 結  

2018年度、2019年度 

３ 受講者 35名 

う 認定者 33名（２期 は2019年度実 予定） 

 

 後の ・ 標 

Sを ・発達 者の就労支援の 職として の認

可を受けられるように行 していく。そのために Sをさら

に し、認定者を増やす。 

また、 業内で ・発達 者が 用定 できるよう

に 業内 Sについても研修を検討していく。 

 

【参考文献】 

1) 者 用対 本方  労働 （2018年） 

 

【連絡先】 

  

一 法人 ・発達 者就労支援 職育成協会 

e-mail：ya unobu.kiyo awa@ mail.com 
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に に い プログラム  

に  

 

内 （ウ ルビー 会  ービス  スーパーバイ ー） 

中 介（ウ ルビー 会  ービス ） 
 

  

労働 の平成30年度 者 用状況の集 結果１）

によると、昨年度と同様に 者 用数の びが し

く前年 の34.7 増となっている。平成30年度の 者の

用の 等に関する法 が改 されたことにより、

者の 用数が今後さらに びていくことが される。 

者の 用数が びている一方で職 定 につい

ては が されており、 に 者の 職 の さ

が指 されている２）３）。 者の 職要 はこれま

で多くの がなされているが４）５）、同様の要 が就労

行支援事業 における 継続にも影響を えている６）。

ではこの を で することが長期的な職

定 に結びつくと考え、自身の考え方や行 の に気付

き、対 するス ルを身に付ける集 認 行 療法に づ

いたプログラムの有効性を してきた７）８）。しかし、

これまでの は 心理 格 有者が実 した結果で

あり、プログラムの実 が 定されることが とし

て げられてきた。 

そこで、本研究では一 職員が同様のプログラムを実

した効果を検討することを目的とした。 

 

  

( )  

事業 に している 者16名を対象とし

た。その中からプログラム 中での就労者、ドロップアウ

トを し、 12名を有効 ータとした。平均年 は

36.17 （S 9.61）であった。 

(2) 時  

調 は2018 11 2019 に 。 

(3)  

一 職員によって に１回60分のプログラムを 回実

し 回と第 回、２ 月後のフ ローアップ時に

調査を実 した。その 、個人情 の 理方法、

の回答は自由意 であること、 に回答しないことに

よる はないことを し、同意を得ている。 

(4)  

 プログラムについて 

中８）が使用したプログラムを に 支援員７名で

内容を し（表１）、 用語な をより平 な に

改 した（表２）。加えて、一 職員が対 できるようプ

ログラム実 の れや のような関わりが必要なのかマ

アルを 成し、実 前に有 格者によってレ ー

をしている。 

表  プログラム内容 

 

表  プログラム の  

 

 の について 

 回の の取り組みをプログラム に 認をした。 

 つ について 

日本語版B - ッ うつ を用いた。 

 

３ 結  

( ) の について 

 回プログラムに参加し、 に取り組んだ群（ 下

「実 群」という。）とそうでない群（ 下「 実 群」

という。）に分類し、集 を行った。今回は実 群83.3

（ 10）、 実 群16.7 （ ２）であり、 中８）
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の実 群69.2 （ ）、 実 群30.8 （ ３）と

して実 群の が い（ １）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の について 

 

(2) つ について 

回から 回で 度のうつ状 の得 から

内 と うつ 度の が られ、２ 月後も されて

いた（ ２）。 

 

 I-Ⅱ について 

４ 考察 

本研究は、就労 行支援事業 の一 職員によって集

認 行 療法に づいたプログラムを実 した効果を検

することを目的とした。 

結果より、有 格者が実 した と同等の結果が得ら

れていることから一 職員による実 の有効性が され

た。 に の取り組みの が かった。これはプロ

グラム内容の 査を行い、平 な でプログラムを実

したことによって参加意 や に取り組 ことの意 が

参加者により良く わった可能性が考えられる。また、こ

れまでの と同様に本プログラムが うつ改 の一助と

なることが された。 

今回実 した一 職員からは、プログラム内容を し

たことにより 行・ は なく実 できたが、個人

ー 時にいくつか げた自 思考のう 、その時の気分

を もよく する思考の選択が難しいケースや、グルー

プ ー 時に参加者全員が 感できる思考が に がっ

た に なる からの意 や考えを き すことが難し

かったという感 が得られた。集 認 行 療法では参加

者同 の リングや相互フ ードバッ な 参加者間で

の助け いを すことで個人では得られない効果が期待で

きるとされている ）ことから、各種 ー をより に

運営することで なる効果が期待できる可能性がある。プ

ログラム実 に関する支援者の 本的な関わり方や運営に

必要な支援者数のマ アル化、１つの事 に対してより

多 的なアイ アを しやすくするために 内に具体

例を多く含めることで一定の でより く実 できるよ

う対 すると に、 難なケースは を 成すること

で様 な事象に対 できる 組みを っていくことが必要

だと考えている。 

本プログラムでは日 の や各種 ー シート

の 入、参加者との意 を通して自身を り、 来事

をより に え、対 する力を身に付けることから職業

性ピラ ッドの 理、日 理といった就労

の を める を うことが考えられる。就労支援に

おける として、 ビ ンス（科学的 ）に づく支

援プログラムが されていないことが指 されている10）

ことから、今後も 的な のある有 格者だけでなく、

く一 の支援者が実践できるよう、医療、教育、心理な

の を参考にした のある支援を目指して

を していきたい。 
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10） 由 ： のある人た の就労 行における支援事業

の機能と －支援事業 の アリング調査を通して－，

大学 会 学 要 ol.16，p.35-41（2014） 

－147－



・ に 研修プログラムの  

研修参 前後の 結  
 

大川 浩子（北海道文教大学 教 法人コ ネット ）  

本多 （ 法人コ ネット ） 

本 有 （ 大学大学院医学 研究科 看護学分 ） 
 

 に 

セルフ・コンパッションとは自分に向けたコンパッショ

ンであり、他の人を し ように自分のことを し とい

うものである1)。昨年、 は若年就労支援従事者に対す

るセルフケア研修プログラムの開発を目的に試行プログラ

ムを実 した2）。このプログラムは対 アプロー （イ

ンテンショ ル・ピア ート）を学ぶ であり、内容

にコンパッションを含めた。その結果、受講者の研修プロ

グラムの満足度は かったが、研修受講前後での尺度の有

意な変化は認められなかった。 

そこで、今回、試行プログラムの内容を改定し、 たに

実 したので する。なお、本研究は本学の 理 査

員会の 認を得て実 した（ 認 号：30013）。 

 

  

( ) 本研修プログラムの内容 時 の変  

昨年度の試行プログラムは「マインドフルネス」「コン

パッション」「関 性」に 目しており、アンケート結果

で自分自身の感情や気 に 目した が多かったこと

から、「自分や他者の感情に気づく」という効果を得るこ

とができていたと思われた2）。この は、医療従事者のレ

リ ンスを めバーンアウト等の改 に を てた

MH LOプログラム3)におけるプログラムの や効果とも

通していた。一方、MH LOプログラムに 、試行プログ

ラムにはフ ローアップが含まれていなかった。そこで、

受講後のセルフケア実践を意 させるためリーフレット

（ １）を 成し、研修内容もセルフケアを に含めた

に変 （表１）した。 

 

 本研修プログラムの つ 内  

表  本研修プログラムの 内容 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  

本研修プログラムは2019年３月に実 した。対象は支援

職とし、本研究プログラム の参加を びかけ同意した者

とした。実 期間は２日間であるが平日を含める での実

となったため、１日のみの参加も受け入れた。運営方法

は ー ショップ とし、定員は12名 度とした。プロ

グラムの 行はピア ートに関 する研修等に した

トレー ーを海 から し、演者らが ートする で

実 した。 

研修プログラムの 性と効果を検討するため、受講者

に対し、研修プログラム受講前後、受講から３ヵ月後にア

ンケートを実 した。アンケート内容は、 本情 とプロ

グラムに対する満足度等に加え、 ー ・ ン イ ン

ト（日本語版 S）、感情労働測定尺度、日本版バーンア

ウト尺度、日本語版セルフコンパッション 尺度(SC -

J)を含めた。 

 なお、研修受講前後の尺度の値についてウ ルコ ン

号付順位 検定を行った（３ヵ月後の ータは 人数

が６名のため検定の対象から した）。 

 

３ 結  

( ) 研 の  

研修前後のアンケートに協力し、 の がなかった

者は８名であった。研究協力者の 性について表２に す。 

性 性1名 性7名

年 20 2名 30 3名 40 1名 50 2名

の 関 5名 他3名

の で
の継続年数

1 3年 満6名 5 10年 満1名
10年 上1名

職 あり2名 なし6名

就労支援の 今 わっている3名 前 わっていた1名
なし3名 入1名

参加日数 1日のみ3名 2日間5名  

表  研 の  

・マインドフル 内  

・セルフ・コン ンについて 

・セルフケアについて 

・ について 

・ の り り と  

感じたことの アを えながら  
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(2) 本プログラムの満足度 

受講後の本研修プログラムに対する満足度（５件法）は

「満足」が７名、「やや満足」が１名であった。理由とし

てあげられたものは表３の通りである。 

 

表３ 研修プログラムの満足度の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 本プログラムの内容・時間について 

内容（５件法）は「よい」が８名で、「グループである

ことで、ファシリテーターや参加者の発信された内容から、

考え、気づきを得られる機会となったので」等が理由にあ

げられた。また、時間の長さは「丁度良い」が５名、「や

や短い」「短い」が３名であり、「やや短い」「短い」と

回答した内２名が１日のみの受講者であった。 

(4) ３ヵ月後の変化 

 ３ヵ月後にプログラムの影響を感じていると回答した者

は６名中５名であった。具体例として、「自分自身に目を

向けることの大切さを改めて感じ、物事の優先順位をつけ

るようになった」「自分の感情にふたをせず、そのまま感

じていいんだと思えるようになった」等があげられた。 

(5) 各尺度の変化 

 受講者の研修受講前後の各尺度の平均値は表４の通りで

ある。なお、いずれの指標についても、受講前後の値につ

いて有意差は認められなかった。 

 

表４ 研修プログラム受講前後の各指標 

 

 

４ 考察 

今回、本研修プログラムの運営の枠組みの一つである時

間の長さは「短い」「やや短い」と感じている者は、１日

のみの受講者に多かった。また、プログラム内容は全受講

者が「よい」と回答し、その理由としてグループによる相

互のやり取りが気付きに結び付いたことがあげられていた。

従って、本研修プログラムの内容、及び、運営方法は受講

者にとって適切であると思われた。 

また、プログラム満足度も全受講者が「満足」「やや満

足」と回答しており、その理由にセルフケアについて考え

たことをあげた者がいたこと、加えて、３ヵ月後の変化に

ついても自分自身を大切に思うことや自分の感情を感じて

もよいということがあげられていた。これらは受講者のセ

ルフ・コンパッションの表れと考えることも可能であると

思われた。介護職員を対象とした調査では、従来のバーン

アウトの予防的介入にセルフ・コンパッションの向上を加

えることで、ストレスフルな状況でも適切なコーピングを

選択できるようになる効果が期待されている4)。本研修プ

ログラムの受講者がセルフ・コンパッションに目が向くこ

とで、セルフケアに向かう可能性が考えられた。 

一方、昨年度と同様、本研修プログラムも受講前後の各

尺度に有意な変化は認められなかった。その背景に、セル

フ・コンパッションには複数の尺度があること、MHOLOプ

ログラムの効果検討3）で使用されている気分の尺度を用い

てないことが考えられ、改めて、尺度の検討が必要と思わ

れた。今後も研究協力者数を増やし、検討していきたい。 

 

５ 結語 

就労支援も含めた対人援助職が働き続けるために、セル

フ・コンパッションは大切な概念であるが、自分自身にコ

ンパッションを向けることは難しい。そのような機会の提

供方法について、継続的な検討が必要であると思われる。

なお、本研究はJSPS科研費JP16K13438の助成を受けている。 
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【連絡先】 

大川 浩子（北海道文教大学） 

e-mail：ohkawa@do-bunkyodai.ac.jp 

尺度 項目 受講前 受講後

日本語版UWES WE 3.5±0.7 3.3±0.6

表層演技 9.1±1.5 8.9±1.6

深層演技 7.9±1.7 9.3±1.9

頻度 9.3±2.7 9.3±1.9

種類 9.5±3.4 10.4±2.9

強度 3.4±1.1 3.6±1.4

情緒的消耗感 2.7±0.8 2.8±1.1

脱人格化 3.2±0.6 3.0±0.7

個人的達成感の低下 4.0±0.6 3.9±0.8

SCRI-J セルフコンパッション 9.1±4.1 9.9±4.3

感情労働測定
尺度

日本版バーン
アウト尺度

・期待していたとおりでもあり、期待していなかったところも 

(いい意味で)あって、とてもよかった 

・深くじっくり考えられる時間となった 

・自分自身を見つめる素晴らしい研修となりました 

・セルフケアについてここまで深く考えることがなかった。 

目からウロコだった 

・いい場、時間だったから。初めて、トレーナーにも 

お会い出来ました 

・気づきがたくさんありました。希望の感覚に似たものでした 

・内容はとても良かったが、自分自身の体調が不十分で、 

マインドフルになれない時があった 
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